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概要

ラボは、スペースの制約や老朽化した LC/MS システムを管理しながら、効率の最適化、コストの削減、
コンプライアンスの維持を迫られており、その圧力は次第に強まっています。予定外のダウンタイムや非
効率なワークフローにより、生産性の低下やサービスの費用として、ラボに年間数十万円のコストが発
生する可能性があります。 

 – 主要な制約要因は、大量のサンプルと限られたラボスペースです（調査対象のラボマネージャの 
75 % が、サンプル処理量の増加を求められています）。

 – 製薬ラボマネージャは、迅速な結果取得、優れたデータ品質、ワークフローの最適化を優先してい
ます（65 % が効率向上のためのイノベーションを探し求めており、70 % がより適切な文書化と
データインテグリティを必要としています）。

 – ラボマネージャは、増大する期待に直面する中、ダウンタイムを最小限に抑えて、データ管理を簡略
化するために、接続されて自動化されたデータに基づく環境を求めています。

Agilent Infinity III LC システムと Agilent OpenLab CDS ソフトウェアは、強力な Agilent InfinityLab 
Pro iQ シリーズシングル四重極質量検出器とシームレスに統合されています。この組み合わせは、ワー
クフローの最適化、総所有コストの削減、持続可能性の向上を実現するように設計されています。耐久
性、使いやすさ、一貫性のある性能を追求して構築された Agilent LC/MS システムの包括的なソリュー
ションにより、隠れたコストを削減しつつ、ラボの生産性と効率を大幅に高めることができます。本書で
は、この統合型ソリューションが実現する LC/MS 導入の効率化、生産性の向上、長期的な運用価値の
サポートを検証します。 

Agilent InfinityLab Pro iQ シリーズによる 
投資対効果の最大化

生産性を最適化するインテリジェントな質量検出器
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はじめに

老朽化した LC/MS 機器は多くの場合、不十
分な感度、堅牢性の低下、自動化の制限、高
い消費電力、頻繁なダウンタイムという形でリ
ソースを浪費し、その結果として、所有コスト
の増加や生産性の低下が発生します。LC/MS 
システムを刷新し、従来の LC/UV からデータ
が豊富な MS ベースのメソッドへアップグレー
ドすることで、大幅な生産性向上とコスト削減
が可能になります。 

Agilent LC/MS システムは、ワークフローの
効率化、コストの削減、持続可能性の向上を
実現する、堅牢で包括的なソリューションを提
供します。高品質の Agilent Infinity III LC シ
リーズ、Agilent OpenLab CDS ソフトウェア、
Agilent InfinityLab Pro iQ シリーズ質量検出
器に投資することで、データ品質を損なうこと
なく、生産性と効率を最大化し、分析目標をよ
り適切に達成できます。Pro iQ シリーズシン
グル四重極質量検出器は、このソリューション
の一部として、優れた感度、堅牢性、機器イン
テリジェンス、質量範囲を実現するとともに、
LC/MS の機能を拡張しながら、時間とコスト
を削減します。 

本書では、特に老朽化した技術を置き換える
場合に、総所有コストの削減、生産性の向上、
戦略的な簡略化を実現する Infinity III LC シ
リーズと Pro iQ および Pro iQ Plus 質量検出
器の測定可能な投資対効果（ROI）を検証し
ます。

ラボマネージャが必要としているものを見る：
アジレントの調査 

表 1. Infinity III LC および Agilent OpenLab CDS ソリューション内での Agilent InfinityLab Pro iQ シリーズの
重要性

ソリューションの特徴 ROI の利点 ラボに追加された重要な点

業界をリードする  
LC および CDS

Infinity III LC の分離機能および OpenLab 
CDS と Pro iQ シリーズのシームレスな統合

確かな実績のあるシングルベンダーソリューション

ラボスペース

 –同等のシステムと比較して 18～36 % 
減少

 – LC と積み重ね可能

 –可動式ベンチに対応

 –単位面積あたりの生産性と ROI の最大化

 – 700 名のラボマネージャに対する世界的な調査によ
り明らかになったこと： 

 –回答者の 18 %（約 5 人に 1 人）が、ラボの規模や
設置面積が、現在の運用に影響を与える制約要
因であると回答

 – そのうち、75 % が、省スペース設計の機器が、 
この制約を克服するのに役に立つと考えている

ワークフローの統合

 –簡略化され、目的に合わせて使用 
できる機器

 – マスベースフラクションコレクションに 
よる生産性の向上

 – Cerno Bioscience MassWorks MS  
キャリブレーション技術による、シングル
四重極 LC/MS システムでの高い質量
精度の実現

 – トレーニング要件の削減（通常、ルーチンの生産 
ワークフローのトレーニングは半日未満） 

 – フラクション分析の最大 6 倍の高速化

 – コストおよび消費電力量の削減

機器のメンテナンスと 
修理のコスト

 –卓越した堅牢性 

 – アーリーメンテナンスフィードバック 

 – ベントなしメンテナンス向けの VacShield 

 – RSD がわずか 1.6 % という最高の機器性能と 
一貫性

 –予防的なモニタリングと事前メンテナンスによる 
ダウンタイムの削減

 – VacShield によるルーチンメンテナンスでの 
最大 89 % の時間短縮

 – スループットの向上

サービスのコスト 

 – アクセスしやすい設計による容易な 
サービス提供

 – クラス最高のサポートとコンサルティング

 –新しい機器でのより適切な価格設定の 
サービス契約

 –迅速なサービスターンアラウンド

 –生産性の向上 

 –専門家によるガイダンス

 –所有コストの削減

持続可能性

 – リソース効率に優れた設計

 –二酸化炭素排出量の削減

 – オプションのオイルフリードライポンプ

エネルギー節約（消費電力、放熱）と廃棄物削減

使いやすさ：機器 
インテリジェンスと
自動化

 – OpenLab CDS による完全な制御

 – InfinityLab Assist によるタスクの自動
化、メンテナンスの容易化、ガイド付き 
トラブルシューティングの実行

 – レベルセンシングおよび BlendAssist  
ソフトウェア

 –自動取り込みによる迅速な取り込み 
メソッド設定

 – WalkUp ソフトウェアによるシンプルな 
サンプルサブミット

 –単一の MMI イオン源による、1 回の分析
での幅広い化学分析対象物への対応

 – AI ベースの SWARM オートチューン 

 –数秒間での自動 MS スペクトルデコン 
ボリューション

 – ガイド付きワークフローを備えたオリゴ 
分析アクセラレータ

 – MS 追加時の生産性の低下なし

 – InfinityLab Assist による、機器あたり年間最大  
125 時間の節約

 –効率の向上とエラーの低減

 –一貫性のある性能 

 –従来のモデルと比較して、オートチューンのための 
時間を 60 % 超短縮

 – バッチ分析の効率化

 – MMI イオン源による、スクリーニングワークフロー
の高速化

リスク緩和と 
コンプライアンス

 –内蔵のデータインテグリティ機能

 – InfinityLab サンプル ID リーダーによる、
サンプルへのバーコード付けの簡略化

 – インテリジェントシステムエミュレーション
技術（ISET）による、メソッド移管の容易化 

 – CrossLab Connect による、ラボ運用
の最適化

 – コンプライアンスとトレーサビリティの向上

 –時間とコストの大幅な削減

 – InfinityLab サンプル ID リーダーによる、年間最大 
135 時間の節約

 – ISET による、年間最大 16,000 ドルの削減

 –生産性の向上 

https://www.agilent.com/content/dam/about/newsroom/infograhics/pdf/infographic-lab-manager-survey.pdf
https://www.agilent.com/content/dam/about/newsroom/infograhics/pdf/infographic-lab-manager-survey.pdf
https://www.agilent.com/content/dam/about/newsroom/infograhics/pdf/infographic-lab-manager-survey.pdf
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業界をリードする LC および 
CDS

業界をリードする Infinity III LC および 
Agilent OpenLab CDS と Pro iQ シリーズの
シームレスな統合により、ダウンタイムとエネ
ルギーコストを削減しつつ、生産性を向上さ
せることができます（図 1）。1 一貫性のある
結果が得られるように設計された、この信頼
性の高いソリューションは、多様な分析ニー
ズに確実に対応できます。Infinity III LC シ
ステムが備える Agilent InfinityLab Assist 
は、タスクの自動化、メンテナンスの円滑
化、トラブルシューティングのガイドを担うモ
ジュールであり、エラーを最小限に抑えなが
ら、効率と稼働時間の向上を実現します。  
これらの LC システムは、InfinityLab Assist 
と組み合わせることで、エネルギー消費量の
最適化にも対応できることが研究で示され
ています。例えば、Agilent 1260 Infinity III 
Prime LC システムは、他社製システムと比較
して、日常的な動作状態全体において、エネ
ルギー消費量が少ないことが確認されていま
す。2 

図 2. 他のアジレント製および他社製の質量検出器
システムと比較して、Pro iQ シリーズの設置面積は
最大 36 % 減少しています。 

ベンチスペースと柔軟性

機器の設置面積が小さいと、単位面積あたりの
機器数が多くなります。最適な運用生産性と単
位面積あたり最大の ROI を確保するには、適
切に構成されたラボレイアウトが不可欠です。
Pro iQ および Pro iQ Plus 質量検出器は、市販
の同等のシステムや従来の Agilent InfinityLab 
LC/MSD XT と比較して、設置面積が 18～ 36 
% 減少しており、性能を損なうことなく、ベンチ
スペースを節約できます（図 2）。3 

また、LC モジュールと容易に積み重ねること
ができるため、ラボスペースをさらに節約でき、
スペースに制約のある環境や複数の機器を使
用する環境において、最適な質量検出器とな
ります。Agilent InfinityLab フレックスベンチ 
MS（図 3）は、すべてのモジュールと質量検
出器を単一の可動式ラックに統合します。こ
れにより、ラボ内を柔軟に移動させ、プロジェ
クトのニーズの変化に対応できます。4 

電子書籍はこちら：LC 投資のライフサイクル
価値の最大化

InfinityLab Assist が実現するエネルギー消
費量の削減について詳しく見る

Agilent 1290 Infinity III LC システム は、
優れた性能と持続可能性が評価され、My 
Green Lab と Lab Manager から、『2025 
Sustainable Lab Product Innovation 
Award』を 授 与 さ れ まし た。さら に、
BioTechniques 誌は、Pro iQ シリーズを 
2025 年にリリースされた質量分析計の上位 
5機種の 1 つに選出しました。

図 3. InfinityLab フレックスベンチ MS で LC システ
ムを積み重ねた、Agilent InfinityLab Pro iQ Plus 
機器

図 1. Agilent 1290 Infinity III Bio LC システムと 
Pro iQ Plus および OpenLab CDS

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005591
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005591
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/to-energy-consumption-1260-prime-hplc-system-5994-7573ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/to-energy-consumption-1260-prime-hplc-system-5994-7573ja-jp-agilent.pdf
https://www.labmanager.com/agilent-wins-first-sustainable-lab-product-innovation-award-from-my-green-lab-and-lab-manager-34514
https://www.labmanager.com/agilent-wins-first-sustainable-lab-product-innovation-award-from-my-green-lab-and-lab-manager-34514
https://www.labmanager.com/agilent-wins-first-sustainable-lab-product-innovation-award-from-my-green-lab-and-lab-manager-34514
https://www.labmanager.com/agilent-wins-first-sustainable-lab-product-innovation-award-from-my-green-lab-and-lab-manager-34514
https://www.biotechniques.com/technology-news/top-5-mass-spectrometry-releases-in-2025/
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ワークフローの統合

簡略化された高感度の機器による 
ワークフローの効率化
複雑な機器は、運用およびメンテナンスコス
トの増加、トレーニング要件の増加、ラボで使
用されているスペースの増大など、シンプルな
システムよりもコストが高くなる可能性があり
ます。目的に合わせて使用できるシステムは、
複雑さを低減させ、効率を向上させる高度な
技術を活用することにより、ユーザートレーニ
ング、必要なベンチスペース、維持管理、廃棄
において、大幅なコスト節約を実現します。例
えば、Pro iQ シリーズを初めて使用するオペ
レータでも、ルーチンの生産ワークフローに対
しては、通常半日未満でトレーニングを完了す
ることができます。さらに、ESI と APCI の単
一イオン源である Agilent MMI イオン源を使
用することにより、1 回の分析で幅広い化学
分析対象物に対応して、スクリーニングワーク
フローを高速化できます。

多くのワークフローにおいて、幅広い質量範
囲と卓越した感度を備えたシングル四重極機
器は、従来ではトリプル四重極（TQ）や四重
極飛行時間型（Q-TOF）システムで実施され
ていた分析を効率化することができます。特に
プレスクリーニングワークフローにおいて、そ
の効果は顕著です。5、6 

図 4. スルファジメトキシンの SIM モードでの繰り返し注入。非常に一貫性のあるクロマトグラフィー性能と
対応する定量結果を示しています。 
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定評ある性能例
Agilent 自動取り込みパラメータを使用し
て、100 pg オンカラム注入（20 pg/µL で 
5 µL）のスルファジメトキシンを、移動相流
量 0.8 mL/min で分析しました。これにより、
ポジティブモードの m/z 311 において、最大 
20,000 という卓越した S/N 比が得られており
（図 4）、ピーク面積のパーセント相対標準偏
差（%RSD）は 1.02 % でした。スルファメチ
ゾール、スルファメタジン、スルファクロロピリ
ダジンに対して、追加の選択イオンモニタリン
グ（SIM）分析を実施した結果、システムの高
い汎用性と精度がさらに実証されました。

Pro iQ Plus を用いたアンチセンスオリゴヌク
レオチドの純度評価の詳細はこちら

Pro iQ Plus による PFAS スクリーニングの詳
細はこちら

表 2. アジレント製および他社製の質量検出器機器におけるサイズ比較

機器
LC と 

積み重ね可能
幅 

（cm）
高さ 
（cm）

奥行き/長さ 
（cm）

設置面積 
（cm2）

Pro iQ での設置面積の 
減少（%）

Agilent InfinityLab Pro iQ/Pro iQ Plus 可能 40 35 55 2170 N/A

Agilent InfinityLab LC/MSD XT 可能 45 45 75 3375 36 %

市販のエントリレベルのベンチトップ SQ（m/z 30～ 3,000） 不可 36 59 74 2664 19 %

市販のハイエンドのベンチトップ SQ（m/z 30～ 1,250） 可能 35 20 75 2648 18 %

市販のエントリレベルのベンチトップ HRMS 不可 40 75 76 3056 29 %

SQ = シングル四重極、HRMS = 高分解能質量分析計

https://www.agilent.com/cs/library/applications/an-antisense-oligonucleotide-purity-pro-iq-plus-5994-8405en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/an-antisense-oligonucleotide-purity-pro-iq-plus-5994-8405en-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-pfas-analysis-pro-iq-plus-5994-8355ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-pfas-analysis-pro-iq-plus-5994-8355ja-jp-agilent.pdf
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インテリジェントなマスベースフラクショ
ンコレクションによる精製の高速化と
ワークフローの簡略化
マスベースフラクションコレクション（MBFC）
は、Pro iQ および Pro iQ Plus 質量検出器を
用いることで、特定の質量数のクロマトピーク
を分取することが可能です。LC/UV ベースの
フラクションコレクションの代わりに、MBFC 
を使用することにより、分離後時間が最大 83 
% 短縮されます。これらの利点は、実際に明
らかです。7

図 5. Agilent 1290 Infinity II 分取 LC/MSD システム 

Welmedis GmbH の科学研究員である 
Bertrand Arnaud 氏は、マスベースフラクショ
ンコレクションによる生産性の向上を直接確
認しており、以下のように述べています。8「化
合物を特定するために、UV のみの場合は 10
～ 20 本のバイアルが必要になるのに対して、
マスベースフラクションコレクションでは、1
～ 2 本のバイアルで済むため、時間が節約さ
れます。1 回の分離において、分離後のフラ
クション分析時間は、UV では約 30 分を要し
ますが、MBFC ではわずか 5 分に短縮されま
す。これにより、最終製品の精製プロセスが
高速化され、節約された時間で他の製品を準
備することができるため、生産性の向上に役
に立っています。」

Pro iQ に よ る MBFC は、Agilent 1260 
Infinity II 分取 LC/MSD システム、Agilent 
1290 Infinity II 分取 LC/MSD システム（図 
5）、および Agilent 1290 Infinity II オートス
ケール分取 LC/MSD システムと完全に互換
性があります。OpenLab CDS MBFC ユー
ザーインタフェースは、シンプルに設計され
ており、初心者でも最低限のトレーニングに
より、目的のフラクションを収集することがで
きます。目的の化合物の組成式を入力するだ
けで、存在する可能性のあるすべての質量数
（m/z）をソフトウェアが計算し、適切な電数

と付加体が含まれたフラクションの収集が可
能となるため、時間の節約と不必要なフラク
ションの収集を低減することが可能です。生体
分子を扱う場合は、ペプチドまたはオリゴヌク
レオチドの配列を用いることで、特定の質量数
（m/z）を手動で計算する必要なく入力するこ
とができます。

また、アジレントは、フラクションコレクタにディ
レイセンサを内蔵した唯一のベンダーでもあ
り、付属のキャリブレーション混合物を分離、
検出することにより、遅延時間を簡単に調整
できます。

Pro iQ シリーズを使用した簡単な MBFC の
詳細はこちら

高度な MS キャリブレーション技術によ
る信頼性の高い同定
Cerno BioScience MassWorks MS キャリ
ブレーション技術により、精密質量と正確な
同位体モデリングの両方を使用して、未知成
分の信頼性の高い同定を実現します。この技
術により、Pro iQ などのユニット分解能の質
量検出器において、生の MS データの最も容
易なキャリブレーションを実施し、高い質量精
度とスペクトル精度を達成することができま
す。9、10

https://www.agilent.com/library/applications/an-openlab-mbfc-elderberry-5994-8704en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/applications/an-openlab-mbfc-elderberry-5994-8704en-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007813
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007813
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コスト効率に優れた所有： 
最適化されたメンテナンス、 
修理、サービス

コスト効率に優れた機器は、Agilent LC/MS 
システムの主要な利点であり、他社製システ
ムとの差別化に貢献します。Infinity III LC シ
ステムおよび堅牢な Pro iQ 質量検出器は、メ
ンテナンス、修理、サービスのニーズを効率化
することにより、ダウンタイムと労力要件を大
幅に削減すると同時に、大幅な時間短縮を実
現します。 

信頼性の高い堅牢性
分析困難なサンプルマトリックスは、システムの
汚れ、イオン光学系の汚染、検出器性能の経
時劣化を引き起こす可能性があります。Pro iQ 
シリーズシングル四重極質量分析計は、高い安
定性と信頼性を実現しており、最も分析困難な
サンプルの場合でも、一貫性のある性能と最大
の稼働時間を確保することができます。 

分析により、Pro iQ シリーズは、パーセント相
対標準偏差（%RSD）が低く、優れた精度を
達成することが実証されています。システム堅
牢性の評価では、破砕血漿中の低分子化合
物の 800 回の注入において、Pro iQ Plus は 

%RSD < 7 % を維持しました（図 6）。11さら
に、血漿中での 500 回の注入シーケンスで得
られた多点検量線は、%RSD がわずか 2 % 
という優れた直線性を示しており、卓越した感
度とダイナミックレンジ性能が確認されました
（図 7）。12 
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図 6. マウスの破砕血漿中の LCMS-7 を、合計 800 回にわたり連続注入しました。注入間隔は約 5 分であり、2.5 日間の連続検出を実施しました。プロットは、化学
物質クラスに応じて補正した相対アバンダンスを示しています。医薬品有効成分は 8-ブロモグアノシン（8-BG）で補正し、フタレートはフタル酸ジアミル（DAP）で補正
しています。経時的な raw アバンダンスは %RSD < 15 % でしたが、内部標準を用いた補正により、%RSD < 7 % に低減しており、本実験の期間を通して優れた検出
安定性を実証しました。 

https://www.agilent.com/cs/library/posters/public/ps-pro-iq-plus-robustness-asms-2025-mp-565-en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/posters/public/ps-pro-iq-plus-robustness-asms-2025-mp-565-en-agilent.pdf
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アーリーメンテナンスフィードバック 
アーリーメンテナンスフィードバック（EMF）
は、各構成部分に組み込まれたモニターを使用
して、システム指標を継続的にモニタリングする
ことにより、機器のステータスと健全性を迅速
かつ容易に確認できるようにします（図 8）。こ
の予防的な機能は、潜在的なダウンタイムを予
測したり、差し迫った問題に拡大する前に対処
したりするのに役に立ちます。13、14

ビデオで詳細を見る 
レ
ス
ポ
ン
ス

リテンションタイム（分）
レ
ス
ポ
ン
ス

濃度（ng/mL）

500 回の注入シーケンスで得られた
多点検量線（血漿）

RSD 2%

A

B

図 7. プロットは、Agilent InfinityLab Pro iQ Plus による、破砕血漿中の低分子化合物の 100 回連続注入の重ね
表示（A）、および低分子化合物の検量線（1、5、10、25、50、100 ppb）を示しており、データポイントは、500 
回注入シーケンスで間隔を置いて収集しました（B）。

図 8. アーリーメンテナンスフィードバックの例

https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/technical-overview-lc-ms-intelligence-5994-7430en-agilent.pdf
https://download.chem.agilent.com/videos/lc-ms-early-maintenance-feedback-emf-agilent.mp4
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VacShield 技術によるイオンインジェク
タの迅速なメンテナンス
Agilent VacShield 技術（図 9）により、イオ
ンキャピラリを真空を解除することなく取り外
して、クリーニングすることができます。この
設計により、真空ベントと分解を合わせて 4 
時間以上を要していたルーチンメンテナンス
時間が、わずか 35 分に短縮されており、約 
89 % の時間節約が実現します（表 3）。

ビデオで詳細を見る 

図 9. VacShield 技術

表 3. Agilent InfinityLab Pro iQ シリーズのルーチンメンテナンスにおける Agilent VacShield の利点

メンテナンス手順 VacShield 未使用時の所要時間 VacShield 使用時の所要時間

作業が可能な温度まで冷却 15 分 不要

真空を落として機器を大気圧解放 15 分 不要

イオンインジェクタキャピラリの取り外しとクリーニング 20 分 20 分

電源投入と真空排気 180 分（3 時間） 不要

機器のチェックチューンまたはオートチューン
6 分（チェックチューン） 
15 分（オートチューン）

6 分（チェックチューン） 
15 分（オートチューン）

合計時間 236～ 245 分（3.9～ 4.1 時間） 26～ 35 分

時間の節約

86～ 89 %、VacShield 使用

89 %、15 分のオートチューン使用

86 %、6 分のチェックチューン使用

機器のアクセス性とモジュール性の向上
収納可能な底部トレイを備えた InfinityLab フ
レックスベンチ MS により、メンテナンスの際
の Pro iQ および Pro iQ Plus へのアクセス性
がさらに向上します。サービスエンジニアは、
質量検出器を外側へスライドさせることによ
り、作業に必要なスペースを容易に確保する
ことできるため、ダウンタイムが最小限に抑え
られます。この使いやすい設計により、ワーク
フローとは無関係に、ロボットによる自動化と
簡単に統合することも可能になります。また、
コンパクトなホイール付きの構成により、ラボ
スペースを柔軟に活用し、分析ニーズの変化
に応じてシステム全体を移動させることができ
ます。 図 10. 収納可能な底部トレイに Pro iQ Plus 質量検

出器を備えた Agilent InfinityLab フレックスベンチ 
MS 

さらに、ほとんどの修理やメンテナンス作業
が、上面ではなく側面のパネルから実施できる
ように設計されているため、Pro iQ が LC シ
ステムとベンチ上に直接積み重ねられている
場合でも、サービスを簡単に実施することが
できます。 

ビデオで詳細を見る 

https://www.agilent.com/en/video/vacshield-technology
https://download.chem.agilent.com/videos/Agilent-harness-the-power-of-pro_Virtual_Event-ja-jp.mp4
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最高のサービスとサポート
高度な機器機能に加え、アジレント認定エン
ジニアが、ラボにおける、効率の維持、リソー
スの最適化、機器稼働時間の最大化、ユー
ザー技能の強化を支援するための専門家に
よるサポートとガイダンスを提供します。受
賞歴のあるアジレントのサービスは、ラボの
生産性と性能の向上への取り組みが評価
さ れ、『2023 Select Science Award for 
Analytical Science Customer Service of 
the Year』を受賞しました。 

アジレントのサービスエンジニアが特別である
理由を詳しく見る

Agilent メンテナンス（PM）に関する研究に
より、このサービスが明確な利点を持つことが
明らかになりました。アジレントの修理と PM 
の両方を契約している機器システムは、アジ
レントの修理のみを契約しているシステムと比
較して、修理件数が 24 % 減少、1 年あたりの
修理コストが 31 % 削減、ダウンタイムが 2.4 
日短縮されました。15アジレントの PM は、潜
在的な問題を早期に検出して、予定外のダウ
ンタイム、コスト、修理頻度のさらなる削減に
つなげます。

Pro iQ または Pro iQ Plus の購入時に、以下
のいずれかのアジレントサービスを追加するこ
とができます。

 – メソッド最適化サービス：メソッドの効率
を向上させるためのサービスであり、メ
ソッド移管オプションが含まれます

 – 機器およびソフトウェア適格性評価サービ
ス：ネガティブモードにより、データイン
テグリティを強化するためのサービス

 – CrossLab 拡張延長保証およびその他の 
Agilent サービスプランによる予定外のダ
ウンタイムを防止するためのサービス

 – サイト事前準備サービス：設置前の適切
なサービス提供と安心を確保するための
サービス

 – 専門家主導および自己学習トレーニング：
Agilent ePass を使用した LC/MS のた
めのサービス

 – コンピュータシステムバリデーション：新
しいシステムの登録、変更管理、システム
のアップグレードまたは移設、システム廃
止時のアーカイブを必要とする規制対象
ラボ向けのサービス

サービス契約のコスト削減
新しい機器の場合、サービス契約は、従来の
機器と比較して、より有利な価格設定となって
います。例えば、Pro iQ CrossLab シルバー
契約の価格は、従来のシステムよりも低く設定
されています。これにより、古い複数台の機器
を Pro iQ シリーズ質量分析計に置き換える際
には、保証期間終了後の大幅なコスト削減が
可能になります。 

持続可能性を目指した 
イノベーションにより環境に 
与える影響を軽減

持続可能性により、製品、技術、プロセス、
サプライチェーンに対する研究者のアプロー
チに大きな変化が生じています。Agilent 
LC/MS システムは、リソースを節約して、二
酸化炭素排出量を削減するように設計されて
います。 

Agilent LC/MS ソリューションは、消費電力
の削減と環境に配慮した運用をサポートする
機能を備えており、分析性能を維持しながら、
エネルギー効率に優れた運用とコスト削減を
推進します。オプションのオイルフリードライポ
ンプは、エネルギー使用と放熱を低減し、効
率を向上させます。 

この環境持続可能性は、アジレントと My 
Green Lab とのパートナーシップにより、
さらに明確に示されています。アジレント
機器は、この協力を通して、ACT ラベル
（Accountability = 説明責任、Consistency 
= 整合性、Transparency = 透明性）の取得
に向けて、独立監査を受けています。

アジレントの持続可能性への取り組みの詳細
はこちら 

https://www.agilent.com/en/service/laboratory-services/maintenance-repair/service-plans/instrument-service-plans/people-behind-our-promise
https://www.agilent.com/en/service/laboratory-services/maintenance-repair/service-plans/instrument-service-plans/people-behind-our-promise
https://www.selectscience.net/article/meet-the-winners-of-the-2023-scientists-choice-awards-for-analytical-sciences?utm_source=chatgpt.com
https://www.selectscience.net/article/meet-the-winners-of-the-2023-scientists-choice-awards-for-analytical-sciences?utm_source=chatgpt.com
https://www.selectscience.net/article/meet-the-winners-of-the-2023-scientists-choice-awards-for-analytical-sciences?utm_source=chatgpt.com
https://www.agilent.com/en/service/laboratory-services/maintenance-repair/service-plans/instrument-service-plans/people-behind-our-promise
https://www.agilent.com/en/service/laboratory-services/maintenance-repair/service-plans/instrument-service-plans/people-behind-our-promise
https://www.agilent.com/library/flyers/public/flyer-method-optimization-5994-7293ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005612
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005612
https://www.chem-agilent.com/pdf/flyer-enhanced-extended-warranty-5994-3608ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/en/service/installation-relocation-services/installation-introduction
https://inter.viewcentral.com/events/cust/cust_tracks.aspx?company_login_id=agilent&pid=1&track_id=39
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1008316
https://www.agilent.com/en/service/service-plans-agreements/crosslab-instrument-service-plans/bundled-repair-maintenance-plans?srsltid=AfmBOopIPWps5cQykFe3mU6VMgY_9A44imLchUTvrbblxyPVlKrbOdKO
https://www.agilent.com/en/service/service-plans-agreements/crosslab-instrument-service-plans/bundled-repair-maintenance-plans?srsltid=AfmBOopIPWps5cQykFe3mU6VMgY_9A44imLchUTvrbblxyPVlKrbOdKO
https://www.agilent.com/about/sustainable-lab-solutions/en/index.html
https://www.agilent.com/about/sustainable-lab-solutions/en/index.html
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UV 検出と同様に簡単な 
質量確認：LC 自動化および
インテリジェンス機能

Infinity III LC システムは、Pro iQ シリーズ質
量検出器と完全に統合するためのオプション
を提供しており、同じ設置面積を維持して同一
の OpenLab ソフトウェアを活用することによ
り、生産性を犠牲にすることなく、LC/UV から 
LC/MS へのシームレスな移行を実現します。
アーリーメンテナンスフィードバック（EMF）、
AI ベースの SWARM オートチューン、チェッ
クチューンなどの機能に加え、特に、強化され
たマスベースフラクションコレクションワークフ
ローにより、ROI の大幅な向上を推進します。 

InfinityLab Assist
LC/MS の準備状況の評価は、各 LC のタブ
レットスタイルのユーザーインタフェースであ
る InfinityLab Assist から開始されます。こ
れにより、重要な制御および診断機能がユー
ザーに直接提供されます。直感的なローカル
インタフェースを使用して、ベンチで実践的な
トレーニングとスキル開発を実行できます。ま
た、ウェブブラウザからのリモートアクセスに
より、マネージャがリアルタイムで LC の操作
をモニタリングして指示することができます。
この二重のアプローチにより、間接費を最小
限に抑え、導入を加速させ、より効率が良く、
コスト効率に優れたエラー耐性の強いラボ環
境に貢献します。 

初心者と熟練者の両方をサポートするように
設計されたリアルタイムダッシュボードは、機
器の使用状況、摩耗、傾向に関する知見を即
座に提供すると同時に、メンテナンスやトラブ
ルシューティング作業のための補助的なガイ
ダンスを提供します（図 11）。最終的には、こ
の有用な機能を用いて、パージ、診断、LC メ
ンテナンスを自動化することにより、ラボは機
器あたりのフルタイム従業員の業務時間を年
間最大 125 時間節約することができます。1

例えば、Wanhan Pharma では、HPLC シス
テムの準備時間を 80 % 削減（30 分から 5 
分へ）、メソッド移管を 2 週間から 3 日間に短
縮することができました。同社は、「スマート
パージやシステム準備を含むワークフロー全
体が、InfinityLab Assist により自動的に処
理されます。」と説明しています。

お客様事例はこちら

レベルセンシングおよび 
BlendAssist ソフトウェア

自動溶媒レベルモニタリングは、正確な重量
ベースの測定を使用して、システムの液切れ
を防止し、コストのかかる再分析や機器の損
傷を回避します。Agilent InfinityLab レベル
センシングは、OpenLab CDS ソフトウェアと
完全に統合されています。この技術により、
ユーザーは溶媒消費量を予測し、シーケンス
の開始前に警告を受け取ることが可能にな
り、シームレスな操作を確保して、継続的な
ワークフローの維持を支援します。LC システ
ムは、複数の溶媒ボトルをしっかりと保持する

ことができます（1 L ボトル 4 本と 2.5 L ボト
ル 2 本）。レベルセンシングは、ポンプやカラ
ムの損傷を防止することにより、ラボにおいて
年間最大 1,500 ドルの節約を実現します。 

ビデオを見る: レベルセンシング 

さらに、Agilent BlendAssist ソフトウェアは、
メソッド自動化時に緩衝液の混合を自動化し
て、一貫性のある結果を提供します。これによ
り、溶媒廃液を削減し、準備時間を短縮する
ことで、顕著なコスト節約（年間最大 1,200 
ドル）を実現します。16 

BlendAssist ソフトウェアの詳細はこちら

図 11. Agilent InfinityLab Assist により表示された機器のステータス

https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/en/product/liquid-chromatography-mass-spectrometry-lc-ms/customer-stories#pharma-biopharma
https://www.agilent.com/en/product/liquid-chromatography/hplc-systems/infinitylab-level-sensing-video
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/low_5991-9088JAJP.pdf
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WalkUp ソフトウェア
Agilent WalkUp ソフトウェアは、サンプル測
定のための登録の時間を最小限に抑え、機器
の共有を最適化します。サンプル配置のため
の明確なステップごとのガイダンスと、分析完
了時のメールによる自動結果通知を提供しま
す。また、このソフトウェアの直感的な設計に
より、すべてのユーザーが LC および LC/MS 
の高い機能と精度を簡単に引き出すことがで
き、高度な質量分析がシンプルかつ使いやす
いものになります。17 

AI ベースの SWARM オートチューン
AI ベースの Agilent SWARM オートチュー
ンにより、特定のアプリケーションと要求さ
れる性能に合わせて機器をチューニングす
ることができます。SWARM オートチューン
は、粒子群アルゴリズムの特性と単式アルゴ
リズムの高速性を組み合わせて、最適なパラ
メータを迅速に特定できるため、一貫性のあ
るアプリケーション固有の結果が得られます
（図 13）。13、14

さらに、オートチューンとチェックチューンは、
測定していない時間帯に実行するようにスケ
ジュール設定することが可能であり、機器が
常に動作準備完了状態であることを保証しま
す。このスケジュール設定機能により、従来の
モデルと比較して、チューニング時間を 60 % 
超短縮することができます。 

ビデオで詳細を見る

図 12. Agilent WalkUp ソフトウェアを用いた、迅速なサンプルサブミットと配置

図 13. 分解能対強度のプロット。高分子、低分子、システムレベルキャリブレーションのチューンモードが明確に示
されています。 

強
度

高分子チューン

低分子チューン

システムチューン

分解能

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1003166
https://www.agilent.com/en/product/liquid-chromatography-mass-spectrometry-lc-ms/swarm-autotune
https://www.agilent.com/en/product/liquid-chromatography-mass-spectrometry-lc-ms/swarm-autotune
https://download.chem.agilent.com/videos/lc-ms-scheduled-tuning-autotune-checktune-agilent.mp4
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OpenLab CDS

OpenLab CDS は、生産性、使いやすさ、デー
タインテグリティを兼ね備えたクロマトグラ
フィーデータシステムであり、単一のインタ
フェースから機器を制御できるため、トレーニ
ングやサポートを効率化できます。付属のツー
ルにより、分析、解釈、レポート作成のワーク
フローにおいて時間短縮を実現します。技術
的管理により、作業品質の確保、効果的な記
録管理、セキュリティ強化を実現します。 

このソフトウェアは、すでに Agilent OpenLab 
ChemStation ま た は Agilent OpenLab 
EZChrom を使用しているラボにとって、次の
ステップとなります。また、使い慣れた機能を
基にして構築され、ワークフローの効率化に
向けて大幅に進化しており、クリック数の削
減、注入されるサンプルの減少、稼働時間の
増加、サンプルあたりの労力の削減を実現し
ます。 

自動取り込み
OpenLab CDS の自動取り込みは、ユーザー
入力なしで、最適化された機器パラメータを
自動的に設定し、MS 取り込みメソッドの設
定を迅速化できる簡略化されたインタフェー
スです。 

自動 MS スペクトルデコンボリューション 
MS スペクトルデコンボリューションは、複雑
な多価イオンの m/z スペクトルを対応する分
子量情報に変換します（図 14）。この機能は、
OpenLab CDS のアドオンとして利用可能で
あり、手動による定性ワークフローを効率化し
て、大規模なデータセットを自動で処理するこ
とができ、ペプチド、オリゴ、タンパク質の分
子量確認をサポートします。処理メソッドのパ
ラメータが最適化されると、数秒以内に、最
も分析困難なサンプルの複雑なスペクトルか
ら、貴重な知見が得られます。18 

OpenLab CDS 2 の詳細

OpenLab CDS の MS スペクトルデータデコ
ンボリューションの詳細はこちら

図 14. Agilent OpenLab CDS の自動スペクトルデータデコンボリューション 

オリゴ分析アクセラレータ
Agilent オリゴ分析アクセラレータ（OAA）
は、OpenLab CDS のアドオンであり、Pro iQ 
と互換性があります。OAA は、ガイド付きワー
クフローを提供することにより、手作業による
処理を大幅に削減して、時間を節約し、トレー
ニングの必要性を低減します。このソフトウェ
アにより、コンプライアンス対応のルーチン試
験ラボにおいて、オリゴ分析用の LC/MS メ
ソッドの移管がよりスムーズになり、導入が容
易になります。19

OpenLab CDS の OAA の詳細はこちら 

OpenLab CDS の広範な学習ツール
OpenLab CDS は、Pro iQ シリーズ専用の
ソフトウェアとして、データ取り込み、処理、
レポート作成のための完全な制御および包
括的な LC/MS 機能を提供します。13 この
ソフトウェアは、分子量確認、不純物検出、
マスベースの精製のための高度な分析ツール
を備えています。 

OpenLab CDS 2 の詳細

チュートリアルはこちら

OpenLab CDS への移行方法はこちら

データ転送の自動化はこちら

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004410
https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-openlab-ms-spectral-deconvolution-5994-6928en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-openlab-ms-spectral-deconvolution-5994-6928en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/an-openlab-antisense-oligonucleotides-5994-8730en-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004410
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007942
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004402
https://www.agilent.com/en/product/software-informatics/analytical-software-suite/chromatography-data-systems/openlab-cds/make-the-switch
https://www.agilent.com/en/product/software-informatics/analytical-software-suite/chromatography-data-systems/openlab-cds/make-the-switch/chemstation?&msclkid=a96f6c95760f120e27620b3ec5ed3f23&gclid=a96f6c95760f120e27620b3ec5ed3f23&gclsrc=3p.ds
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安心なリスク緩和と 
コンプライアンス

OpenLab CDS
アジレントの専門家によるサポートを備えた 
OpenLab CDS ソフトウェアは、業界全体のコ
ンプライアンスのニーズに対応しており、デー
タインテグリティと適切な管理を保証します。
手動でエラーが発生しやすいプロセスを排除
すると同時に、データを安全に保管および整
理することにより、説明責任を強化します。電
子署名、監査証跡、権限に基づくアクセスな
どの機能により、安全でトレース可能なデータ
処理を実現し、規制当局による査察や監査へ
の対応準備を整えることができます。システム
バリデーションにより、すべてのハードウェア
およびソフトウェアシステムが、使用目的と事
前定義された仕様に従って、想定どおりに動
作していることを確認することもできます。20

サンプル ID リーダー
サンプルのバーコードは、正しいサンプル割り
当てを保証して LC ワークフローを簡略化する
ことにより、信頼性と確実性を高め、サンプル
取り違えによる潜在的なコストを回避します。
Agilent InfinityLab サンプル  ID リーダーは、
バーコードを読み取ることでサンプルバイアル
を識別し、この情報をシーケンステーブルに追
加するか、または保存されたサンプル情報と
比較して検証します。バーコード付きのサンプ
ルは、位置を手作業で入力しなくても検出さ
れます。これらの機能強化により、年間最大 
135 時間の削減が可能となり、機器の稼働率
と収益性の最大化に役に立ちます。1 

インテリジェントシステムエミュレーショ
ン技術
Agilent Infinity III LC システムは、Agilent イ
ンテリジェントシステムエミュレーション技術
（ISET）を用いて、他社製のシステムを含む、
他の LC 機器をエミュレートする独自の機能を
備えています。ISET は、元のメソッドが開発さ
れた LC 機器をエミュレート（グラジエントパ
ターンの再現）することにより、ストレスなくス
ムーズに HPLC メソッド移管を実行します。1 

このリスクのないワンクリックの移管により、
HPLC メソッドがターゲットである場合でも、

UHPLC の速度で可能な限り高速のメソッド
開発を容易にすることで、機器関連コストを
最小限に抑えます。従来の HPLC メソッドを、
ISET を用いて UHPLC の速度で実行できるよ
うに変換することもできます。使用状況によっ
ては、ISET を備えた Agilent LC 機器 1 台で、
他の LC 機器のタスクを容易に引き継ぐこと
ができます。これにより、平均して最大 1 台の 
LC 機器を追加する必要がなくなるため、年間
最大 16,000 ドルのコスト削減が可能になり
ます。1

CrossLab Connect
資産運用管理とデジタル化は、ラボ効率
化の重要な要素です。Agilent CrossLab 
Connect は、すべての科学的資産の管理を通
して性能を向上させる、一連のデジタル機能
と実証済みのラボ運用手法を提供します（図 
15）。 

CrossLab Connect の詳細はこちら

結論

Agilent LC/MS システムおよびソフトウェ
アは、堅牢性、使いやすさ、一貫性のある
性能を実現するように設計されており、ラボ
の生産性向上と運用コスト削減を支援しま
す。Agilent InfinityLab Pro iQ シリーズは、
Agilent Infinity III LC システムおよび Agilent 
OpenLab CDS ソフトウェアとシームレスに統
合しており、高い性能とインテリジェント設計
を組み合わせることにより、LC/MS のアクセ
ス性を再定義します。設置面積の削減、ワー
クフローの簡略化、コスト効率に優れたメンテ
ナンスにより、最も効率的で最高品質の分析
を実現します。Agilent LC/MS ポートフォリオ
は、優れたサービスオプションと持続可能性
を目指したイノベーションによりサポートされ
ており、ROI の最大化と将来のニーズにも対
応する運用を追求するラボに対して、戦略的
なソリューションを提供します。 

Agilent HPLC および UHPLC システムの詳
細はこちら

OpenLab CDS 2 の詳細

Pro iQ シリーズの詳細はこちら

図 15. Agilent CrossLab Connect ソフトウェア

https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/library/brochures/br-lc-investments-5994-8725ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007173#Cat-4466
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001324
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001324
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004410
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1008462
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